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変まとのはずれた値が出得るものである。参考のため考タの全振巾を直角座棋の二軸に入れて出f

来た点の分布を掲げておいた。ナなわちとの図を見た11寺最初の三振巾をどく選んで除き符るたら，

目の子で直線を引いて rを決めても大過たき値が求められるわけである。(昭和'24.5)

除震の新統計法

高木暴徒 山之上昭和

現在までの余震D統計法は大森房吉先生以来のものであり，本震設震日上り一日叉は宇目等を限

れその問に資生した地震回数の減衰り仕方を見る習慣になってをる。I3Pちその減衰欣態が双曲線

型になって治る時は順調であると言い，もしそうでない場合は腎戒を要ずると言うので、ある。との

様た事を言い得る科・学i生があるかどうかは分らない。又一万同じ統計法を用い， も少し帝国かく考え

て地震回数が或る週期函数型をなしてをるI!寺性週明性があると言うのである〉しかし乍らとれ等は

いずれも後に例を示ナように，その週期にあたったあたりが他より幾分回数が多いと言うだけの事

であって，地震は非常に出駄羅目に起ってをるととが分る。要ナるにかう言う統計の取り方が大雑

把なものであDあまり意味のたいものである。，

そとでヨえのよう伝統計法を考えてみだ。横軸には後震u寺を取り，縦軸にはその地震qssの地震か
らの時間的間隔をとる。もし余震に週j明性があるものとナれば，とれ等の点は横軸!と平行な直線上

氏乗らなければなら伝い。又もしだんだん地震と地震との庶隔が極ぴるもの正ナれば，とれ等の点

は或る曲線上;陀乗るべきである。もしとの様な線が渡見出来れば次に起るべき地震の設震!I寺を強想

ナる事が出来る。

との統計法を鳥取地震(昭和 18ip 9月 10日)に漣用してみる。とれば順調に減衰してをると

言われたものであれ又潮汐との関係があるようにも言われてをるものである。所が別闘に示ナよ

うに非常に点がぱらつく。一寸直線上にも乗らたければ，曲線上にも乗らない。とれば地震は簡単

原則で起つでいたい事を示ナo しかし乍らとの図をよく見るとぶ点の集ってをる所と集っていない，

腕がある事犯気がつく o との集ってをる所わら集ってをる所までの間隔は約2日である。よって欝

，統計の間隔の取り:方医よつでは約2日毎'て回数の多い所が出来るので，何がと関係があるように忠、

われるのも克もた話である。腕が約2日目毎に必ず回放の多い部分が出来るか主言うにそうではな

ノく， ~Uて見るように全々ない揚合もある事に気が附く。かうたEると蓄統計法から潮汐なら潮汐と関L

係があると言う事が出て来ても，細かく見るとぞう言えない場合もあって話が面白くない。とれば

後帥戸海洋気象台

明~23. 一、
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終案'時

移局地震(余震)と言うものは群設する性質を有ずると解緯した万ポよいようであるふしかもその

群波ナる時間には週期性はないと見た取がよいのではたかろうか。又さう言った群設性も，とう言

う統計法により一目瞭然となるのではないだるうか。

地震計の運動方程式

本 閥、正 作持

，. L~ まえがき 地震計の理論は{周辺の新しい器峨が考案される皮にそ'九に漣関じで後表されて・

1; "'¥るが，又一方で:士一般的!と地震計;7)j宝質を高所から展望した理論も必要なわけで、新じゃ工夫の基

礎はととに求めらるべきものである。後者に属する代表的なものとしては E. Wiechett，∞ -B. 

特松代地震現測所。

(1) E. 'Wiechert， 11 T:leO I ie der a toma色iscbenSeismogra}，hen，，" (1903)・
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